
 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年３月 
 

 

 

大河原町企画財政課 
 

 

 

 



平成２５年度大河原町財務書類４表（基準モデル）を公開します。 

１．はじめに 

 平成 18 年 6 月に施行された「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進

に関する法律(行政改革推進法)」を契機に、地方自治体の資産・債務改革の一環として

「新地方公会計制度の整備」が位置づけられました。 

 このことにより、「新地方公会計制度研究会報告書(平成 18 年 5 月)」で示された「基

準モデル」または「総務省方式改訂モデル」のいずれかにより、地方自治体単体ベース

及び関係団体等を含む連結ベースでの 4 つの財務書類を作成することが求められました。 

 この背景には、これまでの地方自治体の公会計制度は、その年度にどのような収入が

あり、それをどのように使ったかといった現金の動き（見えるお金）が分かりやすい反

面、これまでに整備してきた資産及び借入金などの負債といったストック情報や行政サ

ービス提供のために発生したコスト情報（減価償却費等の見えないお金も含む）が不足

していたといったことから、それらの弱点を補うために整備が図られたものです。 

 4 つの財務書類(4 表)とは、｢貸借対照表｣｢行政コスト計算書｣｢純資産変動計算書｣｢資

金収支計算書｣からなり、大河原町では、基準モデルと総務省方式改訂モデルを比較検

討した結果、資産の全体像及び行政コストをより的確に把握できる基準モデルを採用す

ることで、平成 21 年度から資産台帳の整備に着手し、財務書類 4 表を作成しました。 

複式簿記に基づき発生主義による 4 表を作成することにより、大河原町が所有するす

べての資産と負債状況や行政サービスに要したコストを把握することができることか

ら、今後予算編成や決算分析において活用することで、行財政改革につなげていきます。 

２．財務書類 4 表について 

 (1)財務書類 4 表の内容  

財務書類 内     容 

貸借対照表 

貸借対照表は、住民サービスを提供するために保有している土地や建物な

どの財産(資産)と、その資産をどのような財源(負債･純資産)で形成してきた

かを表したもので、負債は将来世代の負担額を、純資産は現役世代がすでに

負担を終えた資産の額を示しています。 

行政コスト計算書 

 行政コスト計算書は、民間の損益計算書にあたるもので、１年間の行政活

動のうち人的サービスや給付サービスなどの資産形成につながらない行政サ

ービスに係る経費と、その行政サービスの直接の対価として得られた財源 (使

用料･手数料等)を対比して示しています。 

純資産変動計算書 

 純資産変動計算書は、純資産の増減要因である損益取引 (行政コスト計算

書)と損益外の取引(資本取引)を総括的に内訳表示し、貸借対照表にリンクす

る純資産増減計算書としての役割を担っています。純資産変動計算書の差引

がプラスであれば貸借対照表における純資産の増加 (将来世代に資産を残し

たこと )を意味し、逆にマイナスであれば純資産の減少 (将来世代の負担を増

やしたこと)を意味します。 

資金収支計算書 

 資金収支計算書は、１年間の資金の流れを表すもので、収支の性質に応じ

て経常的収支、資本的収支、財務的収支に区分して表示することで、どのよ

うな活動に資金が使われたかを示しています。 



(2)財務書類 4 表の相関関係  

  ①貸借対照表の資産の部の金融資産のうち「資金」と資金収支計算書の「期末資金残

高」が一致します。 

  ②貸借対照表の「純資産」と純資産変動計算書の「当期末残高」が一致します。  

  ③行政コスト計算書の「純行政コスト」と純資産変動計算書の「純経常費用 (純行政

コスト)」が一致します。 

貸借対照表          行政コスト計算書         純資産変動計算書        資金収支計算書  
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経常収益 計 資産形成充当財源変
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純行政コスト その他の純資産変動

の部 

純資産の部 

 

当期末残高 

 

(3)作成基準日  

  作成基準日は、平成 25 年度末の平成 26 年 3 月 31 日となります。なお、一般会計及

び特別会計における出納整理期間(平成 26 年 4 月 1 日から 5 月 31 日)における出納に

ついては、基準日までに終了したものとして処理しています。 

 

３．財務書類作成の対象となる会計の区分について 

会計区分 対象となる会計・法人等 

普通会計 一般会計 

単  体 

(普通会計＋特別会計) 

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険特別会計 

地方卸売市場事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水道事業会計 

連  結 

(単体＋一部事務組合等) 

仙南地域広域行政事務組合 

宮城県後期高齢者医療広域連合 

宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合 

みやぎ県南中核病院企業団 

 

 



４．財務書類 4 表は次のとおりです。 

(1) 貸借対照表  

 平成 26 年 3 月 31 日現在で保有する①資産、②負債、③純資産を表示したものです。 

                                     単位：百万円  

①資産の部（これまで積み上げてきた資産） ②負債の部（将来の世代が負担する金額） 

項  目  
普通  

会計  
単体  連結  項  目  

普通  

会計  
単体  連結  

金融

資産  

資金  

現金･預金な

ど 

630 1,763 1,927 

流動

負債  

公債  

翌 年 度 償 還 予 定

額 

598 1,043 1,356 

債権  

未収金･貸付

金など 

72 167 651 短期借入金  0 0 0 

有価証券  2 2 2 

その他  

未払金･賞与引当

金 

313 328 603 

投資等  

出資金･基金

など 2,948 3,312 3,341 

合計  911 1,371 1,959 

非流

動負

債  

公債  

公 債 残 高 か ら 翌

年 度 償 還 予 定 額

を除いた残高 

4,995 11,422 15,550 

合計  3,652 5,244 5,921 
引当金  

退職給付引当金 
2,006 2,053 2,053 

非金

融資

産  

事業用資産  

庁 舎 ･学 校 ･

保育所･体育

館など 

15,292 15,315 19,487 

その他  123 129 129 

合計  7,124 13,604 17,732 

負債の部合計  8,035 14,975 19,691 

ｲﾝﾌﾗ資産  

道 路 ･公 園 ･

水道･下水道

など 

57,284 68,640 68,640 

③純資産の部（現在までの世代が負担した金額） 

純資産合計  68,193 74,224 74,357 

合計  72,576 83,955 88,127 

資産の部合計  76,228 89,199 94,048 負債･純資産合計  76,228 89,199 94,048 

 

町民 1 人当たり貸借対照表(平成 26 年 3 月 31 日人口：23,778 人) 

項  目  普通会計  単体  連結  項  目  普通会計  単体  連結  

資  産  321 万円  375 万円  396 万円  
負  債  34 万円  63 万円  83 万円  

純資産  321 万円  375 万円  396 万円  

 ＊四捨五入のため、数値が一致しない部分があります。 

 

○貸借対照表は、住民サービスを提供するために保有している土地や建物などの財産（資産）

と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で形成してきたかを表したもので、負債

は将来世代の負担額を、純資産は現役世代がすでに負担を終えた資産の額を示しています。 

○資産合計に対する庁舎や学校、道路や下水道などの非金融資産が資産の大部分を占めてい

ます。 

 

 



 (2) 行政コスト計算書  

 １年間の行政コストのうち、資産形成に結び付かない行政サービスに要したコストを①人件費、②物件

費、③経費、④業務関連費用、⑤移転支出に区分して表示したものです。  

 

（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）                         単位：百万円  

項  目  普通会計  単  体  連  結  

 ①人件費（人にかかるコスト） 

給与、報酬、退職給付費用など  
1,576 1,666 3,337 

②物件費（物にかかるコスト） 

消耗品、備品、維持補修費、減価償却費など  
1,239 2,318 3,291 

③経費  

委託料、使用料、手数料など  
1,038 1,186 1,738 

④業務関連費用  

地方債や借入金の償還利子など  
63 210 361 

⑤移転支出  

繰出金、社会保障給付、補助金など  
2,931 6,020 6,764 

経常費用（行政コスト総額） 6,847 11,400 15,491 

 業務収益  

施設の使用料や証明書発行手数料など  
161 1,153 3,764 

業務関連収益  

利子、配当金、雑入など   
176 184 216 

経常収益  337 1,337 3,980 

純行政コスト（経常費用－経常収益） 6,510 10,063 11,511 

 

 

町民 1 人当たり行政コスト計算書（平成 26 年 3 月 31 日人口：23,778 人） 

項  目  普通会計  単  体  連  結  

経常費用（行政コスト総額） 29 万円  48 万円  65 万円  

経常収益  1 万円  6 万円  17 万円  

純行政コスト（経常費用－経常収益） 27 万円  42 万円  48 万円  

＊四捨五入のため、数値が一致しない部分があります。 

 

 

 

○行政コスト計算書は、民間の損益計算書にあたるもので、１年間の行政活動のうち人的サ

ービスや給付サービスなどの資産形成につながらない行政サービスに係る経費と、その行

政サービスの直接の対価として得られた財源（使用料・手数料等）を対比したものです。 

○経常費用（行政コスト総額）から経常収益を引いた純行政コスト（不足する分）は、町税

や地方交付税、国・県補助金などで賄っています。 

○経常費用（行政コスト総額）のうち、補助金や社会保障関係のための移転支出の割合が約

半分となっています。 

 

 



(3) 純資産変動計算書  

 純資産（これまでの世代が負担して蓄積された資産）が平成 25 年度中にどのように増減したかを 

(イ) 財源の変動、(ロ)資産形成充当財源の変動、(ハ)その他の純資産の変動に区分して表示したも 

のです。 

  

（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）                 単位：百万円  

項  目  普通会計  単  体  連  結  

前期末残高 67,459 73,319 74,258 

 財源の調達  

町税、保険税、国・県補助金など 
7,333 11,832 13,687 

財源の使途  

純行政コスト、インフラ形成、基金積立など  
7,514 11,792 13,649 

(イ)財源変動の部  △181 40 38 

 固定資産の変動  

公共施設等の資産取得及び減価償却等による

増減 

816 710 765 

長期金融資産の変動  

基金、貸付金、出資金などの増減   
100 168 159 

評価・換算差額等の変動  

固定資産・金融資産の評価益、評価損  
0 0 0 

(ロ)資産形成充当財源変動の部 916 878 921 

(ハ)その他の純資産変動の部 △1 △13 △860 

当期変動額合計  734 905 99 

当期末残高  68,193 74,224 74,357 

＊四捨五入のため、数値が一致しない部分があります。 

 

 

 

 

 

○純資産変動計算書は、純資産の増減要因である損益取引（行政コスト計算書）と損益外の

取引（資本取引）を総括的に内訳表示し、貸借対照表にリンクする純資産増減計算書とし

ての役割を担っています。 

○純資産変動計算書の差引がプラスであれば貸借対照表における純資産の増加（将来世代に

資産を残したこと）を意味し、逆にマイナスであれば純資産の減少（将来世代の負担を増

やしたこと）を意味します。 

○純資産は、財源変動で増加していますが、固定資産の経年劣化による減価償却費などの減

少分が大きいため、すべての会計で減少となりました。 

 

 

 

 

 



⑷ 資金収支計算書  

 

 １年間の資金の増減を(イ)経常的収支、(ロ)資本的収支、(ハ)財務的収支に区分して表示したもの

です。 

 

（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）                         単位：百万円  

項  目  普通会計  単  体  連  結  

期首資金残高 616 1,686 1,913 

 経常的収入  

町税、保険料、国・県補助金など  
7,018 12,123 16,405 

経常的支出  

人件費、物件費、補助費、扶助費など  
6,454 10,835 14,723 

(イ)経常的収支区分  564 1,288 1,682 

 資本的収入  

固定資産の貸付収入など 
11 27 128 

資本的支出  

公共施設等の資産形成及び金融資産形成支

出  

793 1,148 1,556 

(ロ)資本的収支区分 △782 △1,121 △1,428 

基礎的財政収支(イ)＋(ロ) △218 167 254 

 財務的収入  

地方債の発行など 
853 1,366 1,617 

財務的支出  

地方債などの元利償還金   
621 1,456 1,822 

(ハ)財務的収支区分 232 △90 △205 

当期資金収支(イ)＋(ロ)＋(ハ) 14 77 49 

当期末残高 630 1,763 1,927 

＊連結の当期末残高は、期末に経費負担割合変更に伴う差額 35 百万円を減額している。 

＊四捨五入のため、数値が一致しない部分があります。 

 

 

 

 

 

 

○資金収支計算書は、１年間の資金の流れを表すもので、収支の性質に応じて経常的収支、

資本的収支、財務的収支に区分して表示することで、どのような活動に資金が使われたか

を示しています。 

○経常的収支と資本的収支を合計した基礎的財政収支（プライマリーバランス）は、普通会

計、単体、連結のそれぞれで黒字となっています。 

○基礎的財政収支が黒字でないと、地方債や企業債等の公債残高を減らすことができないた

めに、財政状況を見るうえでは重要な指標となります。 

 



 


